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著者は第四章において、KMSM と Hankel ベースの KMSM の性能評価を行った。道路種別のデータセット
では、整備された道路と整備されていない道路のそれぞれにおいて、曲線道路、直線道路、交差点道路の三つ
のカテゴリーを用いた。道路種別のデータセットの確立のために、代表的な道路として、雑草の有る農道、雑
















れぞれ 92.2％と 47.5％、RGB画像を用いた場合はそれぞれ 87.0％と 80.0％、熱画像を用いた場合はそれぞれ
83.2％と 42.8％であった。平均計算時間は、RGB画像と熱画像でそれぞれ 0.07秒と 0.08秒であった。これら
の結果から、短時間計算による迅速な対応を可能とする救助システムを、現在の農業機械のアプリケーション
として実装できる可能性が示唆された。 











 平成 31年 1月 24日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
